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3．コミュニケーション支援ロボット

その結果，被指示（応答）者の発話と身振りの開始タイ

ミングが，指示者の発話長の変化に依存して変化すること

を明らかにし，図２(a)～(d)に示すような三つの相関関係
の存在を確認できたのである．

１．発話長（指示者）（Sdj）－交替潜時長（Ｐ｡）

２．交替潜時長（Ｐ｡）一領きの先行長（被指示者）（Ｍ,）

３．交替潜時長（Ｐの一掴みの遅延長（被指示者）（Ｇｐ）

なお交替潜時とは，指示者の発話が終了し，被指示者の

発話が開始するまでの時間である．

１．はじめに
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高齢者の生活の質（ＱＯＬ）の向上のためには，高齢者自

身が社会とのつながりの「場」を持つことが重要である．そ

して，そのためのコミュニケーション支援技術を開発する

ことは，超高齢化社会を迎える我が国にとって必然的な方

向性であろう．そこで本稿では，我々の研究グループが推

進してきた，対話の「間（ま)」に注目した高齢者のコミュ

ニケーション支援ロボットへの取り組みを紹介したい．

人間のコミュニケーションにおいては，言語によるバー

バル情報だけではなく，周辺言語としてのパラ言語や，視

線，領き，表情，身振りなどの身体動作といった言葉によ

らないノンバーバル情報も重要な役割を担っており，特に

我々はインターパーソナルな同調傾向としての「間（ま)」

に注目して研究を進めてきた[1]～[31.そして本研究は，人
間同士の指示・応答対話において発話と身振りのタイミン

グ機構を分析し，それを人とロボットのインタラクション

に応用し，対話への影響を評価したものである．その結果，

タイミング制御の有無によって対話の印象に差が現れ，特

に，高齢者においてタイミング制御が好ましい印象を与え

ることが明らかになった．詳細は文献14Ⅱ51を参照してい
ただく必要があるが，以下にその概要を説明する．
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高齢者のコミュニケーションを支援する技術

図１指示・応答対話の様子
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次に，上記の相関関係をモデル化し，人とロボットのイ

ンタラクションを用いて再構成することで，タイミング制

御モデルが対話の印象にどのような影響を与えるかを調査

した．ロボット（wakamaru，三菱重工）の身振りとしては

図３のようなものを用いた．高齢者（平均年齢：６９０歳）

と若年者（平均年齢：22.9歳）の二つの世代で印象評価実

験を行ったところ，図４(a)のように高齢者においてはタ
イミングを制御する条件（Model条件）とタイミングを固

定する条件（Fix条件）の間で，印象評価に顕著な差が観

察された（t(10)＝997,ｐ＜0.01)．これはタイミング制

御モデルの有無によって，対話の印象が変化することを意

味している．一方．若年者においては高齢者と異なり，図

4(b)のようにModel条件とFix条件の間で対話の印象評
価の有意な差は観察されなかった．

２．発話と身振りのタイミング制御

まず人間同士の対話コミュニケーションにおける発話と

身振りのタイミング機構について分析した．２人の被‘験者

間での指示・応答場面を対象とし，図１のような積み木が

置かれた机に向かい合って座る状況を用いた．そして，以

下の二つの発話と身振りからなる対話を行った．

発話１．指示者が「積み木を取ってください」という指

示を被指示（応答）者に出す

発話２．被指示者はその指示に対して「はい」という応

答と領き動作をしてから机の上の積み木を一つ取る
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4．おわりに

これらの結果から，発話と身振りのタイミング制御とし

ての「間（ま）」が，高齢者における対話の印象生成や言
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